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ユニファイドコミュニケーションセルフケアポー

タル
このマニュアルでは、ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルを使用して、Cisco Unified IP Phoneお
よび Jabberアプリケーションのユーザ設定をする方法について説明します。ユニファイドコミュニケーションセル
フケアポータルを使用すると、スピードダイヤル番号、連絡先リスト、電話サービス、ボイスメール通知などを設

定できます。

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

ユニファイドコミュニケーションセルフケアの設定

このユーザガイドでは、ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルで使用可能なすべての設定について

説明します。このガイドでは、すべての使用可能な設定が電話でサポートされていること、およびネットワーク管理

者がすべてのユーザ設定を表示できるようにユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルを設定しているこ

とを想定しています。

このガイドに掲載する一部の設定は、次の理由でユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルで電話を設定

するときに表示されないことがあります。

•電話の機能：電話の特定モデルで特定の機能を使用できない場合、ユニファイドコミュニケーションセルフケア
ポータルで電話を設定するときにその機能は表示されません。たとえば、サイレントが電話でサポートされてい

ない場合、その機能は使用可能な設定として表示されません。

•エンタープライズパラメータ：ネットワーク管理者は、Cisco Unified Communications Managerでエンタープライ
ズパラメータを設定し、ユーザがユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでできる設定を制限で

きます。たとえば、ネットワーク管理者はすべてのコール転送オプションを削除するようにユニファイドコミュ

ニケーションセルフケアポータルを設定できます。このような設定の場合、ユニファイドコミュニケーション

セルフケアポータルではコール転送オプションが表示されません。

このガイドに掲載されている設定が、ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでユーザ設定をするとき

に表示されない場合は、その機能が電話で使用可能であることを電話のマニュアルで確認してください。その機能が

電話で使用可能な場合は、CiscoUnified CommunicationsManagerでエンタープライズパラメータをチェックして、エン
ドユーザがその機能を設定できることを確認するようにネットワーク管理者に依頼してください。

グラフィカルユーザインターフェイス

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでは、メインタブが 6個あるWebベースのグラフィカルイ
ンターフェイスを使用します。それぞれのタブには、ユーザが設定可能なさまざまなオプションへのリンクが含まれ

ています。タブは次のとおりです。
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• [電話（Phones）]：このタブの設定で、スピードダイヤル番号、呼び出し音設定、コール履歴、コール転送設定な
どの電話の設定を表示および設定できます。

• [ボイスメール（Voicemail）]：このタブの設定で、ボイスメール初期設定を実行できます。

• [IMと在席情報（IM & Availability）]：このタブの設定で、サイレントおよび IM & Presenceのステータスを設定
できます。

• [会議（Conferencing）]：このタブの設定で、会議のオプションを設定できます。

• [一般設定（General Settings）]：このタブの設定で、ユーザのロケールやパスワードなどを設定できます。

• [ダウンロード（Downloads）]：このタブの設定で、電話用のプラグインおよびアプリケーションをダウンロード
できます。

次の画像はメイン画面を示しています。

図 1：ユーザインターフェイス

共通機能およびアイコン

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでは、次のアイコンを使用して共通機能を実行します。

説明アイコン

新規追加：このアイコンをクリックして、新しい電話、新しいサービス、新しいス

ピードダイヤル番号などの新規項目を追加します。

削除：このアイコンをクリックして、設定を削除します。
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説明アイコン

設定の編集：このアイコンをクリックして、既存の設定を編集します。

リンク：リンクアイコンが表示されているときは、この特定の電話設定にリンクし

ている電話設定があります。自分用の電話のいずれかを更新すると、ユニファイド

コミュニケーションセルフケアポータルによって、自分用の他の電話に同じ更新

が適用されます。このアイコンをクリックしてリンク解除ステータスに変更する

と、電話ごとに固有の設定を適用できます。

リンク解除：リンク解除アイコンが表示されているときは、その電話設定を自分の

それぞれの電話に固有に設定できます。このアイコンをクリックしてリンクにス

テータスを変更すると、その電話設定と同じ設定が自分の電話で共有されます。

電話

[電話（Phones）]タブに表示される設定では、Cisco Unified IP Phoneおよび Jabberデバイスごとに設定を表示および設
定できます。 [電話（Phones）]タブは、次の 3つの主なセクションに分かれています。

• [電話（My Phones）]：自分が使っているすべての電話の概要を確認し、新しい電話を追加できます。

• [電話の設定（Phone Settings）]：スピードダイヤル番号、呼び出し音設定、ボイスメール通知などの電話設定が
できます。

• [コール転送（Call forwarding）]：電話のコール転送オプションを設定できます。

My Phones
[My Phones]ウィンドウには会社の電話と不在時に連絡を受けるための追加の電話の概要が表示されます。 [My Phones]
ウィンドウは次の 2つの見出しに大きく分かれています。

My Phones

[My Phones]セクションには、会社から提供されている電話が表示されます。 [My Phones]ウィンドウでは、会社
の電話に関する電話と回線の説明を編集できます。 [電話の設定（Phone Settings）]で適用する設定は、会社の電
話のみに適用されます。

[追加の電話（My Additional Phones）]

追加の電話は、会社が提供した電話以外で、席にいないときに連絡のとれる番号のリストに追加する電話です。

追加の電話で、シングルナンバーリーチの利用、モビリティソフトキーの利用、または JabberによるExtend and
Connectの制御が可能になります。ただし、追加の電話に電話の設定をすることはできません。
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会社の電話の編集

[My Phones]ビューでは、会社の電話の回線ラベルおよび電話の説明を表示して編集できます。会社の電話を編集する
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 編集する会社の電話をクリックします。

ステップ 4 [電話の編集（Edit Phone）]をクリックします。

ステップ 5 編集する電話および電話回線の説明に新しいテキストを入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

電話のマニュアルのダウンロード

会社の電話のマニュアルをダウンロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 対象の電話をクリックします。

ステップ 4 [マニュアルのダウンロード（Download Manual）]をクリックします。

追加の電話の設定

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでは、会社が提供する電話に対して、ホームオフィスの電話

や携帯電話などの追加の電話を設定できます。追加の電話は、席にいない時にかかる追加の番号となります。

追加の電話を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 [追加の電話（My Additional Phones）]で新規追加（ ）アイコンをクリックします。 [新しい電話の追
加（Add a New Phone）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 電話の電話番号および説明を入力します。

ステップ 5 オプション。シングルナンバーリーチをこの電話に設定する場合は、[シングルナンバーリーチを有
効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 オプション。この電話が携帯電話の場合は、[携帯電話への移動を有効にする（EnableMove toMobile）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 オプション。 Cisco Jabberを使用した Extend and Connect機能をこの電話で有効にする場合は、[Extend
and Connectを有効にする（Enable Extend and Connect）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

追加の電話におけるシングルナンバーリーチの有効化

会社が用意した電話と連動するようにホームオフィスの電話などの追加の電話を設定する場合は、追加の電話でシン

グルナンバーリーチを有効にして、会社の電話にかかってきたときに追加の電話も呼び出されるようにします。

追加の電話でシングルナンバーリーチを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 追加の電話をクリックしてから [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [シングルナンバーリーチを有効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 5 会社の電話にかかってきたときに呼び出す電話回線をオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

シングルナンバーリーチの呼び出しスケジュールの設定

シングルナンバーリーチを有効にした追加の電話では、呼び出しスケジュールを設定して、追加の電話にダイヤルで

きる日時を指定できます。たとえば、通常の就業時間に限り、会社の電話番号をダイヤルした人の電話が、自宅にい

る自分にかかるようにスケジュールを設定できます。
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呼び出しスケジュールを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 呼び出しスケジュールを追加する電話の追加設定アイコンをクリックします。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [この割り当てのスケジュールを作成（Create a schedule for this assignment）]をクリックします。

ステップ 6 [新規スケジュールの追加（Add aNewSchedule）]ウィンドウのフィールドに情報を入力して、呼び出し
スケジュールを作成します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

追加の電話のモビリティコールの設定

いずれかの追加の電話を携帯電話として設定した場合は、会社の電話でモビリティソフトキーを押して、自分の会社

の電話のいずれかから携帯電話にコールを転送できます。

追加の電話を携帯電話として設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [My Phones]をクリックします。

ステップ 3 追加の電話をクリックしてから [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [携帯電話への移動を有効にする（Enable Move to Mobile）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話の設定

[電話の設定（Phone Settings）]ウィンドウでは、会社の電話の電話設定ができます。

デフォルトでは、会社の自分用の数種の電話の電話設定はリンクされます。デフォルト設定では、特定の電話設定は

自分用のそれぞれの電話で同一です。各種の電話設定で電話のリンクまたはリンク解除を行うには、電話の設定のリ

ンクおよびリンク解除, （8ページ）の手順に従ってください。

[電話の設定（PhoneSettings）]で使用可能なオプションが適用されるのは、会社の電話のみであることに注意してくだ
さい。追加の電話には電話の設定をすることはできません。
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電話の設定のリンクおよびリンク解除

電話の設定では、電話の設定をリンクできます。特定の電話設定で電話をリンクすると、ユニファイドコミュニケー

ションセルフケアポータルではその電話設定での設定がすべての電話に適用されます。たとえば、電話が 3台あり、
その 3台の電話でスピードダイヤル番号をリンクすると、3台すべての電話で同じスピードダイヤル設定が共有され
ます。いずれかの電話でスピードダイヤル番号を更新すると、ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータ

ルではそのスピードダイヤル番号がその他の電話にも自動的に適用されます。リンクされている電話で固有の電話設

定を適用するには、その電話をリンク解除します。

ユニファイドコミュニケーションセルフケアでは、リンクとリンク解除は電話設定ごとに切り離して行われます。そ

の結果、スピードダイヤル番号など、ある特定の電話設定をリンクし、ボイスメール通知などのその他の電話設定を

リンクせずにおくことができます。デフォルトでは、すべての電話設定がリンクされています。

設定のリンクとリンク解除は、リンク/リンク解除アイコンをクリックして行います。このアイコンには、電話がリン
クされているかリンク解除されているかの現在の状態が表示されます。

次の画像は、サービスがリンクされている一連の電話がユーザインターフェイスでどのように表示されるかを示して

います。サービスは現在リンクされているので、リンクアイコンが表示され、その設定は 3台すべての電話に適用さ
れます。リンクアイコンをクリックして電話をリンク解除し、電話ごとに固有の設定を適用できます。

図 2：設定のリンク

次の画像は、スピードダイヤル番号の設定がリンク解除されている一連の電話が、ユーザインターフェイスでどのよ

うに表示されるかを示しています。この場合、表示されている設定はMy Jabberのみに適用されます。設定は電話ご
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とに固有なので、リンク解除アイコンが表示されています。このアイコンをクリックして、3台すべての電話に同じ設
定を適用できます。

図 3：設定のリンク解除

手順

電話設定をリンクまたはリンク解除するには、次の操作を行います。

•電話の設定をリンクするには、リンク解除アイコンをクリックし、どの電話をベース電話に使用するかを選択し
ます。ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルにより、すべての電話のその電話設定がベース電

話の設定で更新されます。

•リンクされている電話設定をリンク解除するには、リンクアイコンをクリックします。

設定ウィンドウの右上隅に表示されるフィルタコントロールでは、どの電話を表示するかを

設定します。これは、電話設定がリンクされているかどうかには影響しません。設定がリン

クされている電話の設定を表示し、その電話の設定を更新すると、ユニファイドコミュニケー

ションセルフケアポータルにより、リンクされている電話も更新されます。

（注）

スピードダイヤル番号の設定

スピードダイヤル番号を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [スピードダイヤル番号（Speed Dial Numbers）]をクリックします。

ステップ 4 次の手順を実行します。

•電話がリンクされている場合は、[新規スピードダイヤルの追加（Add New Speed Dial）]をクリッ
クします。

•電話がリンクされていない場合は、スピードダイヤル番号を追加する電話を選択し、[新規スピー
ドダイヤルの追加（Add New Speed Dial）]をクリックします。

ステップ 5 [番号（Number）]フィールドに連絡先の名前または電話番号を入力します。ユニファイドコミュニケー
ションセルフケアポータルによって、会社の電話帳が検索されます。

ネットワーク管理者からアクセスを有効にしてもらっていれば、会社の電話帳を検索できま

す。アクセス権は Cisco Unified Communications Managerのエンタープライズパラメータで設
定します。

（注）

ステップ 6 [ラベル（Label）]テキストボックスにスピードダイヤル番号の説明を入力します。スピードダイヤル
番号を表示するために電話でこの説明が使用されます。

ステップ 7 [スピードダイヤル（Speed Dial）]テキストボックスでスピードダイヤル番号を割り当てます。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

電話サービスの設定

サービスのオプションでは、会社の電話帳、ビジュアルボイスメール、または天気予報などの電話サービスを Cisco
Unified IP Phoneおよび Jabberアプリケーションに追加できます。利用可能なサービスのリストは、設定している電話
のモデルによって異なります。

サービスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [サービス（Services）]をクリックします。サービスビューが展開されます。

ステップ 4 次の手順を実行します。

•電話がリンクされている場合は、[新規サービスの追加（Add new service）]をクリックします。
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•電話がリンクされていない場合は、サービスを追加する電話を選択し、[新規サービスの追加（Add
new service）]をクリックします。

ステップ 5 [サービス（Service）]ドロップダウンリストボックスから、追加するサービスを選択します。

ステップ 6 [表示名（Display Name）]テキストボックスに、そのサービスを電話で識別するために使用するラベル
を入力します。

ステップ 7 必要なパラメータを入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ボイスメール通知の設定

ボイスメール通知では、新しいメッセージがあることを示す通知を電話から受ける方法を設定できます。たとえば、

画面プロンプトを表示、またはメッセージ受信ランプを点滅して新しいメッセージがあることを通知するように電話を

設定できます。

ボイスメール通知を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [ボイスメール通知設定（Voicemail Notification Settings）]をクリックします。

ステップ 4 それぞれの電話で、電話に適用する通知オプションをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コール履歴の設定

コール履歴では、電話ごとに不在着信を記録できます。コール履歴を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [コール履歴（Call History）]をクリックします。

ステップ 4 コール履歴を保存する電話回線ごとに [不在着信のログを取る（Log Missed Calls）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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電話連絡先の設定

電話連絡先ごとに、連絡先の電話番号および電子メールアドレスを保存できます。電話から連絡先のリストを参照し、

番号を毎回押さずに連絡先リストから電話を直接かけることができます。

電話連絡先リストを設定するには、次の手順を実行します。

各ユーザには、そのユーザのすべての電話用に 1つの電話連絡先リストがあります。電話連
絡先リストのリンクおよびリンク解除をするオプションはありません。

（注）

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [電話の設定（Phone Settings）]をクリックします。

ステップ 3 [新規連絡先の作成（Create New Contact）]をクリックします。 [新規電話連絡先の追加（Add New Phone
Contact）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 すべてのフィールドに連絡先の情報を入力します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

コール転送オプション

コール転送ユーザオプションでは、コールを別の番号に転送するように Cisco Unified IP Phoneおよび Jabberデバイス
を設定できます。

すべてのコールの転送の設定

すべての着信コールを別の番号に転送するように電話を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [Call Forwarding（コール転送）]をクリックします。

ステップ 3 コール転送を設定する電話番号をクリックします。

ステップ 4 [すべてのコールの転送先：（Forward calls to:）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [コール転送先（Forward calls to）]ドロップダウンリストボックスから、すべてのコールの転送先の電
話番号を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

詳細なコール転送オプションの設定

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでは、内線コールと外線コールでコール転送動作を変えるとい

うように、詳細なコール転送オプションを設定できます。詳細なコール転送を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [電話（Phones）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側のナビゲーションパネルで [Call Forwarding（コール転送）]をクリックします。

ステップ 3 コール転送を設定する電話番号を選択します。

ステップ 4 [コールの詳細ルール（Advanced calling rules）] をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンリストボックスを使用し、内線コールと外線コールの両方のコール転送オプションを設

定します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

その他の設定

この項では、ボイスメール、会議、一般設定など、電話以外の関連設定について説明します。

ボイスメールの初期設定

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでボイスメール初期設定を実行するには、[ボイスメール
（Voicemail）]タブをクリックしてから [ボイスメール初期設定 IVRにダイヤル（Dial Voicemail Preferences IVR）]ボ
タンをクリックします。 Cisco WebDialerがボイスメール初期設定 IVRにダイヤルし、そこで電話のボイスメール初期
設定を実行できます。
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サイレントステータスの設定

サイレントをオンにすると、だれかがその番号をダイヤルしても電話は鳴りません。すべての電話でサイレントステー

タスをオンにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IMと在席情報（IM & Availability）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サイレント（Do Not Disturb）]をクリックします。

ステップ 3 [有効にする（Enable）]チェックボックスを選択します。

ステップ 4 [サイレント（Do Not Disturb）]のその他の設定を行います。
その他の設定は、その設定が電話でサポートされている場合に限って表示されま

す。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
サイレントがすべての会社の電話でオンになります。

電話の IM & Presence ステータスの設定
ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルでは、Cisco Unified IM and Presenceのステータスをオンに切り
替えることで、会議に出席しているときに電話のステータスが更新されるように設定できます。 Cisco Unified IM and
Presenceのステータスをオンに切り替えるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IMと在席情報（IM & Availability）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ステータスポリシー（Status Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [予定表に会議があるとき、ステータスを自動的に更新する（Automatically update status when there is a
meeting on my calendar）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

会議のスケジュール

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルの [会議（Conferencing）]タブで、会議をスケジュールできま
す。管理者が設定したユーザプロファイルに応じて、Cisco TelePresence Management Suiteまたは Cisco WebExで会議
を設定できます。会議をスケジュールする機能がユーザプロファイルに含まれていない場合、会議をスケジュールす

るオプションは表示されません。
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電話の言語の設定

Cisco Unified IP Phoneまたは Jabberアプリケーションの言語を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [一般設定（General Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 [言語（Language）]をクリックします。

ステップ 3 [表示言語（DisplayLanguage）]ドロップダウンリストボックスからオプションを選択し、[保存（Save）]
をクリックします。

クライアントパスワードの設定

ユニファイドコミュニケーションセルフケアポータルへのログインに使用するパスワードを再設定するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 [一般設定（General Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 [クライアント/ポータルのパスワード（Client/Portal Password）]をクリックします。

ステップ 3 [新しいパスワード（New Password）]テキストボックスにパスワードを入力します。

ステップ 4 [新しいパスワードの確認（Confirm New Password）]テキストボックスにパスワードを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

電話サービスの暗証番号の設定

電話サービスの暗証番号は、拡張モビリティおよび新しい電話のセルフプロビジョニングに使用します。電話サービ

スの暗証番号を再設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [一般設定（General Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 [電話サービスの暗証番号（Phone Services PIN）]をクリックします。

ステップ 3 [新しい電話の暗証番号（New Phone Pin）]テキストボックスに暗証番号を入力します。

ステップ 4 [新しい電話の暗証番号の確認（Confirm New Phone Pin）]テキストボックスに暗証番号を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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Conference Now のアクセスコードの設定
新しいアクセスコードの長さは、3～ 10桁の間である必要があります。スペース、文字、特殊文字を含めることはで
きません。アクセスコードをリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [一般設定（General Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 [開催中の会議（Conference Now）]をクリックします。

ステップ 3 [出席者のアクセスコード（Attendees Access Code）]テキストボックスに、ネットワークコードを入力
します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

プラグインのダウンロード

アプリケーションプラグインにより、Cisco Unified IP Phoneおよび Jabberデバイスの機能が拡張されます。電話用の
プラグインをダウンロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ダウンロード（Downloads）]タブをクリックします。

ステップ 2 ダウンロードするプラグインを選択します。

ステップ 3 [ダウンロード（Download）]をクリックします。
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